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１年間のまとめの時期となりました 

                            校 長  佐 藤 正 志 
 
３月に入り、平成１８年度も残すところ３週間余りとなりました。今、各学年では、

今年度のまとめをしながら、４月の進級・進学に向けた準備の最中です。 
  
６年生は、卒業文集の編集も順調に進み、体育館に掲げる校歌のレリーフも彫り上が

りつつありますまた、４日（日）には、「なかのＺＥＲＯ」で行われる東京都管楽器演奏

会に参加します。小学校生活最後のブラスバンド演奏会、楽しい思い出の一つにしてほ

しいと思っています。 
 ５年生は、総合的な学習の時間で 
車椅子バスケットを体験し、障がいを 
克服してがんばる方々の姿に感動しま 
した。 
また、４月から始まるブラスバンドの 

 

朝会の６年生の演奏を最後まで聴く５年生 楽器の分担も決まり、６年生から演奏 
方法を引き継いでいるところです。 
４月から６年生になる５年生にとって、自分の役割に責任をもつことや仲間と協力す

ることの大切さなどを学び、緑野小学校の最高学年になる心構えをつくる場にしたいと

考えています。 
 ９日（金）には６年生を送る会が５年生を中心に行われます。６年生から５年生に、

学校の中心が移っていくのです。 
また、卒業式に向けての練習も始まります。昨年と同様、小学校の最後を締めくくる

のにふさわしい、整然とした中での感動的な卒業式にしたいと思っています。 
 
低・中学年も、学習と生活の両面で、１年間のまとめをするとともに新年度に向けて

の心構えをつくっていきます。様々な面でご協力いただくことも多いと思いますが、ど

うぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 



 
 
 
２月の行事から 

 
 ６日（火）交流スポーツ大会（５・６年） 
 ５・６年生が混成チームを作り、ドッジボールで交流をしま

した。楽しい２時間でした。   
 
 ７日（水）校内研究研究授業 １－３五十嵐学級・２－１榎園学級・えのき学級 
 ２年生が地域の方に教えて頂いた昔遊びを１年生やえのき

学級のみんなに教え、楽しく活動できました。  
 
１３日（火）サケ多摩川放流（２年） 

２学期から世話をしてきたサケの稚魚を多摩川に 
放流しました。元気に海まで行けるといいですね。 
朝日新聞・読売新聞にもその様子が掲載されました。

       
 
 
 
１６日（金）狛江保育園児学校見学 
 
 
１７日（土）学校公開道徳授業地区公開講座 

来年の１年生が見学に来ました。 
よろしくね。

      特別支援教育講演会 
 
２１日（水）生活科見学（２年）調布郵便局 
 
２３日（金）えのき・いずみ合同お別れ遠足 「キッザニア」 
 ６年生にとっては最後の遠足です。一緒に宿泊に行っ

た一小いずみ学級のみんなと仲良く行きました。  
 
２６日（月）３年クラブ見学 
 
 
 
       
       
  

お願い 
３月２２日は本校第２回卒業式となります。当日は５・６年生の出席となり、１

～４年生はお休みとなります。放課後クラブに行く児童以外は学校に来ません。 
卒業生に記念のお花等を渡すことについてはご遠慮下さい。 

 
 
 
 

緑野小学校ホームページでも学校の様子をお知らせしています。ご覧下さい 
URL  http://www.komae.ed.jp/ele/midorino/ 



 

他にも多数の感想を寄せて頂きました。有り難うございます。学校も皆

様と連携をとり、子ども達を指導して参りたいと考えています。これか

らもご協力をお願い致します。 

・ 浜谷先生の講演会は、大変率直で現実的なお話が多く、とても参考に

なりました。 
・ 子どもに対する接し方も再確認いたしました。 
・ 講演は具体的で分かりやすかったです。 
・ 学校でも力を入れて連携を取られていることを感謝しています。この

ような講演を忙しい方も参加できるような日程で行って頂きたいで

す。 
・ 子ども達の発するメッセージ（怒ったり、暴言をはいたり、暴力をふ

るったりとか）に親がどれだけ真剣に受け止めることができるかがど

んなに大切かを改めて考えさせられる講演でした。

１時間半ほどの講演と質疑があり、大勢の方に聞いて頂きました。 
講演内容は 

・ 軽度発達障がいのある子どもたちの困難さ 
・ パニックになる原因 
・ 対応の仕方 
・ 学校での協力体制 
・ 自尊心とプライド 
・ パニックからの立ち直り 
・ 学級での対応 
大勢の方が熱心に聞かれていました。講演は親として子どもとどう接す

るのか考えさせられる話でした。その要点は HP 上に挙げてあります。

詳しくはそちらをご覧下さい。 
当日、聞かれた方からこのような感想も寄せられました。 

 

特別支援教育講演会 
 
首都大学東京教授 浜谷直人 先生  

 
「子どもを見る目を変えよう 
～困った子から、困っている子へ～」 

 
 
 
 
 
 


